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●
日
時　

５
月
23
日(
木)

　

午
後
１
時
30
分
〜
３
時
30
分

●
場
所　

大
田
原
保
健
セ
ン
タ
ー

●
内
容　

歯
科
診
察　

表
彰
式

●
対
象　

平
成
24
年
４
月
１
日

　

〜
平
成
25
年
３
月
31
日
ま
で

　

の
間
に
３
歳
児
健
康
診
査
を

　

受
診
し
た
方

 

・
親
子
の
部　

む
し
歯
が
な
く

　

健
康
な
幼
児
と
親

 

・
３
歳
児
の
部　

む
し
歯
が
な

　

く
健
康
な
幼
児

●
応
募
期
間　

４
月
15
日(

月)

　

〜
５
月
２
日(

木)

●
応
募
方
法

対
象
と
な
る
お
子
さ
ん
に
は
、申

込
書
を
郵
送
し
ま
す
の
で
、左
記

ま
で
直
接
持
参
、ま
た
は
Ｆ
Ａ
Ｘ

で
申
し
込
み
く
だ
さ
い
。

　
　
　

子
ど
も
幸
福
課

　
　
　
　
　
　
　

１
階

　
　
　

(

２
３)

８
６
３
４

　
　
　

(

２
３)

７
６
３
２

　

市
で
は
、
４
月
１
日
か
ら
公

益
財
団
法
人
骨
髄
移
植
推
進
財

団
が
実
施
す
る
骨
髄
バ
ン
ク
事

業
に
お
い
て
、
多
く
の
骨
髄
・

末
梢
血
幹
細
胞
移
植
の
実
現
と

ド
ナ
ー
登
録
者
の
増
加
を
図
る

た
め
の
経
済
的
な
支
援
と
し
て

奨
励
金
を
交
付
し
ま
す
。

●
対
象　

市
内
在
住
者
で
骨
髄

バ
ン
ク
事
業
に
お
い
て
骨

髄
・
末
梢
血
幹
細
胞
の
提
供

を
完
了
し
、
こ
れ
を
証
明
す

る
書
類
の
交
付
を
受
け
た
方
、

お
よ
び
そ
の
方
が
従
事
し
て

い
る
事
業
所

●
奨
励
金
の
額

 

・
ド
ナ
ー(

骨
髄
・
末
梢
血
幹
細

　

胞
を
提
供
し
た
方)

　

通
院
な
ど
に
要
し
た
日
数×

　

１
日
当
た
り
２
万
円(

上
限
７

　

日)
 

・
ド
ナ
ー
が
従
事
す
る
事
業
所

　

ド
ナ
ー
が
通
院
な
ど
に
要
し

　

た
日
数×

１
日
当
た
り
１
万

　

円(

上
限
７
日)

●
申
込
方
法

　

所
定
の
申
請
書
に
公
益
財
団

　

法
人
骨
髄
移
植
推
進
財
団
が

　

発
行
す
る
証
明
書
を
添
付
し

　

て
左
記
ま
で
申
し
込
み
。

　
　
　

健
康
政
策
課　
　

１
階

　
　
　

(

２
３)

８
７
０
４

　

内
閣
府
政
府
広
報
室
で
は
視

覚
障
害
者
の
方
の
た
め
に
、
国

の
施
策
な
ど
を
分
か
り
や
す
い

内
容
に
ま
と
め
た
収
録
音
声
広

報
Ｃ
Ｄ「
明
日
へ
の
声
」を
各
自

治
体
や
図
書
館
な
ど
へ
配
布
し

て
い
ま
す
。

　

障
害
者
の
方
や
障
害
者
以
外

の
興
味
の
あ
る
方
に
も
貸
し
出

し
ま
す
の
で
、
福
祉
課
ま
で
お

問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

※

通
常
の
Ｃ
Ｄ
プ
レ
イ
ヤ
ー
で

　

再
生
で
き
ま
す
。

　
　

福
祉
課　
　

１
階

　
　
　

(

２
３)

８
９
２
１

　

高
齢
者
の
皆
さ
ん
の
状
態
に

合
っ
た
保
健
・
医
療
・
福
祉

サ
ー
ビ
ス
な
ど
の
提
供
を
行
う

こ
と
や
、
緊
急
時
の
対
応
、
地

域
で
の
見
守
り
活
動
の
た
め
、

高
齢
者
世
帯
調
査
・
ひ
と
り
暮

ら
し
高
齢
者
調
査
を
行
い
ま
す
。

●
対
象　

65
歳
以
上
の
方

●
期
間

　

４
月
下
旬
〜
５
月
31
日

●
調
査
方
法

　

地
元
の
民
生
委
員
・
児
童
委

　

員
が
訪
問
し
調
査
し
ま
す
。

※

２
月
に
行
っ
た
介

　

護
予
防
実
態
調
査

　

の
未
回
収
者
に
対

　

し
、
本
調
査
に
併

　

せ
て
回
収
を
行
い

　

ま
す
。

　
　

高
齢
者
幸
福
課　
　

１
階

　
　
　

(

２
３)

８
７
５
７

骨
髄
移
植
ド
ナ
ー

支
援
事
業
奨
励
金

高
齢
者
実
態
調
査
に

ご
協
力
く
だ
さ
い

政
府
広
報
Ｃ
Ｄ
を

ご
利
用
く
だ
さ
い

子
育
て

よ
い
歯
の
コ
ン
ク
ー
ル

参
加
者
募
集

健
康
・
福
祉

　ダニ媒介性の新しい感染症「重症熱性血小板減少症候群」
の患者が、日本国内において報告されました。
　ダニの媒介する感染症としては、このほかに「日本紅斑
熱」や「ライム病」が知られていますが、多くの場合は、ウイ
ルスを保有しているマダニに咬まれることにより感染して
います。

◎マダニとは
　マダニ類は、固い外皮に覆われた比較的大型（吸血前で３
～４mm、吸血した後は１cm程度になることもありま
す）のダニで、主に森林や草地などの屋外に生息し、市街
地周辺でも見られます。広くアジアやオセアニアに分布
しますが、日本でも全国的に分布しています。
※食品などに発生するコナダニや、衣類や寝具に発生する
ヒョウヒダニなど、家庭内に生息するダニとマダニは種
類が異なります。

　これらの感染症に感染しないようにするには、マダニに
咬まれないようにすることが重要です。特にマダニの活動
が盛んな春から秋にかけては、次のことに注意しましょう。
①草むらや藪など、マダニが多く生息する場所では、長
袖・長ズボン・足を完全に覆う靴を着用し、肌の露出を
少なくしましょう。
②肌が出る部分には防虫スプレーを噴霧すると効果的です。
③屋外活動後はマダニに咬まれていないか確認しましょう。
④吸血中のマダニに気付いたら、なるべく皮膚科などの医
　療機関を受診しましょう。
※無理に引き抜こうとするとマダニの一部が皮膚内に残っ
　てしまうことがあります。
⑤マダニに咬まれた後に、発熱などの症状がでた場合は、
　医療機関を受診しましょう。

　　　　　　　　健康政策課　　１階　　（２３）８９７５

屋外活動の際はマダニに注意しましょう


